
(57)【要約】

【課題】地上側の作業ヤードの低減。

【解決手段】構築方法では、複数の函体エレメント１０

を推進工法により周方向に隣接配置して、閉塞断面形状

に形成され、道路１２側方の地上部を開始端Ａとし、本

線トンネル１の側面を終止端Ｂとする外殻部１４を形成

し、外殻部１４の内側を掘削して、本線トンネル１内と

連通させて分岐部５を構築する。最初に設置される第１

函体エレメント１０ａは、掘進機２０により開始端Ａ点

から、地盤を掘削し、後端側から推進機２２により、推

力が加えられる。この際に推進機２２の反力は、開始端

Ａ側に設置されるグラウンドアンカー２４により、支圧

板２６を介して取られる。次に、エレメント１０ａに隣

接する第２函体エレメントが設置される。第２函体エレ

メントを設置する際には、先に設置された第１函体エレ

メント１０ｂが、推進機２２の反力受けとして使用され

る。

【選択図】　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
地 上 部 を 開 始 端 と し 、 地 中 の 本 線 ト ン ネ ル 側 面 を 終 止 端 と す る 外 殻 部 を 、 複 数 の 函 体 エ レ
メ ン ト を 推 進 工 法 に よ り 周 方 向 に 隣 接 配 置 し て 、 閉 塞 断 面 形 状 に 形 成 し 、 前 記 外 殻 部 の 内
側 を 掘 削 し て 、 前 記 本 線 ト ン ネ ル と 連 通 す る 分 岐 部 と す る か 、 ま た は 、 前 記 外 殻 部 の 内 部
掘 削 後 に 、 前 記 外 殻 部 の 内 側 に イ ン バ ー ト 部 な ど の 内 巻 き コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 、 前 記
本 線 ト ン ネ ル と 連 通 す る 分 岐 部 と す る ト ン ネ ル 分 岐 部 の 構 築 方 法 で あ っ て 、
前 記 函 体 エ レ メ ン ト の う ち 最 初 に 設 置 さ れ る 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト は 、 前 記 開 始 端 側 に 設 置
さ れ る グ ラ ウ ン ド ア ン カ ー を 推 進 機 の 反 力 受 け と し て 、 前 記 終 止 端 に 到 達 す る よ う に 設 置
さ れ 、
前 記 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト の 設 置 後 に 、 続 行 す る 第 ２ 函 体 エ レ メ ン ト は 、 設 置 さ れ た 前 記 第
１ 函 体 エ レ メ ン ト を 推 進 機 の 反 力 受 と し て 、 当 該 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト に 隣 接 す る よ う に し
て 設 置 し 、
第 ３ 函 体 エ レ メ ン ト 以 後 は 、 先 行 函 体 エ レ メ ン ト を 推 進 機 の 反 力 受 と し て 、 そ れ に 隣 接 す
る よ う に 設 置 す る こ と を 特 徴 と す る ト ン ネ ル 分 岐 部 の 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 グ ラ ウ ン ド ア ン カ ー は 、 前 記 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト の 前 記 開 始 端 側 か ら 推 進 方 向 に 沿 っ
て そ の 両 側 に 一 対 を 配 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ト ン ネ ル 分 岐 部 の 構 築 方 法
。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 函 体 エ レ メ ン ト は 、 隣 接 す る 他 の 函 体 ユ ニ ッ ト と の 間 で 相 互 に 嵌 合 す る 凹 部 ま た は 凸
部 を 外 側 面 に 設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の ト ン ネ ル 分 岐 部 の 構 築 方 法
。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 函 体 エ レ メ ン ト は 、 複 数 の 中 空 函 体 ユ ニ ッ ト を 備 え 、
前 記 推 進 機 で 推 進 す る 際 に 、 順 次 連 結 す る 前 記 中 空 函 体 ユ ニ ッ ト 間 に 、 水 平 方 向 の 中 心 軸
上 に 推 進 力 伝 達 部 が 設 け ら れ た ク ッ シ ョ ン 材 を 介 装 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３
の い ず れ か １ 項 記 載 の ト ン ネ ル 分 岐 部 の 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 中 空 函 体 ユ ニ ッ ト の 連 結 部 に 、 防 水 ゴ ム を 備 え た 止 水 カ ラ ー を 装 着 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ４ 記 載 の ト ン ネ ル 分 岐 部 の 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 函 体 エ レ メ ン ト 内 に は 、 長 手 方 向 に 沿 っ た プ レ ス ト レ ス 鋼 線 を 挿 通 し 、 前 記 函 体 エ レ
メ ン ト を 前 記 開 始 端 か ら 終 止 端 ま で 設 置 し た 後 、 当 該 函 体 エ レ メ ン ト を 後 行 函 体 エ レ メ ン
ト の 反 力 受 と す る 前 に 、 前 記 プ レ ス ト レ ス 鋼 線 に 緊 張 力 を 導 入 し て 、 前 記 函 体 エ レ メ ン ト
の 端 部 に 定 着 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ 項 記 載 の ト ン ネ ル 分 岐 部
の 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 外 殻 部 の 内 部 を 掘 削 す る 前 に 、 前 記 閉 塞 断 面 形 状 に 形 成 さ れ た 前 記 函 体 エ レ メ ン ト 間
に 、 横 断 方 向 に 延 設 さ れ る プ レ ス ト レ ス 鋼 線 を 配 置 し て 緊 張 定 着 し た 後 に 、 各 函 体 エ レ メ
ン ト 内 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か １ 項 記 載 の
ト ン ネ ル 分 岐 部 の 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 函 体 エ レ メ ン ト 内 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 前 に 、 前 記 凹 部 と 凸 部 の 嵌 合 部 分 に 、 洗
浄 後 に 無 収 縮 コ ン ク リ ー ト を 充 填 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の ト ン ネ ル 分 岐 部 の
構 築 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 外 殻 部 の 内 部 を 掘 削 す る 前 に 、 前 記 プ レ ス ト レ ス 鋼 線 に 代 え て 、 前 記 閉 塞 断 面 形 状 に
形 成 さ れ た 前 記 函 体 エ レ メ ン ト 間 に 、 梁 部 を 設 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ６ の
い ず れ か １ 項 記 載 の ト ン ネ ル 分 岐 部 の 構 築 方 法 。
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【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 分 岐 部 が 連 通 す る 前 記 本 線 ト ン ネ ル の 開 口 端 に 、 上 下 方 向 の 地 盤 中 に 先 端 が 定 着 さ れ
る グ ラ ウ ン ド ア ン カ ー を 設 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ９ の い ず れ か １ 項 記 載 の
ト ン ネ ル 分 岐 部 の 構 築 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 ト ン ネ ル 分 岐 部 の 構 築 方 法 に 関 し 、 特 に 、 新 設 ト ン ネ ル だ け で な く 、 既 設 ト
ン ネ ル に も 適 用 す る こ と が で き る ト ン ネ ル 分 岐 部 の 構 築 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
地 中 に 構 築 さ れ る 本 線 シ ー ル ド ト ン ネ ル か ら 地 上 側 に 到 達 す る 分 岐 部 、 あ る い は 、 地 上 側
か ら 地 中 の 本 線 シ ー ル ド ト ン ネ ル に 到 達 す る 合 流 部 を 構 築 す る 方 法 と し て は 、 公 知 文 献 の
存 在 は 確 認 し て い な い が 、 実 施 工 現 場 で は 、 本 線 シ ー ル ド ト ン ネ ル と 別 に 、 開 削 工 法 に よ
っ て 、 ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト を 埋 設 し て 、 こ れ を 合 流 部 な い し は 分 岐 部 と す る の が 一 般 的 で
あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し な が ら 、 こ の よ う な 従 来 の ト ン ネ ル 分 岐 部 の 構 築 方 法 に は 、 以 下 に 説 明 す る 課 題 が
あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
す な わ ち 、 従 来 の ト ン ネ ル 分 岐 部 の 構 築 方 法 で は 、 開 削 工 事 を 伴 う の で 、 地 上 側 に 作 業 ヤ
ー ド を 設 け る こ と に な る が 、 こ の よ う な 作 業 ヤ ー ド は 、 振 動 ， 騒 音 ， 交 通 渋 滞 な ど 周 辺 環
境 に 悪 影 響 を 及 ぼ す 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 必 要 な 作 業 ヤ ー ド を 確 保 す る た め に は 、 用 地 買 収 や 地 下 埋 設 管 の 移 設 な ど に 大 き く
期 間 を 要 し 、 完 成 ま で に 多 く の 時 間 が か か る と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 と す る と こ
ろ は 、 地 上 側 に 必 要 な 作 業 ヤ ー ド が 非 常 に 小 さ く な り 、 周 辺 環 境 に 与 え る 悪 影 響 を 低 減 す
る こ と が で き る ト ン ネ ル 分 岐 部 の 構 築 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 地 上 部 を 開 始 端 と し 、 地 中 の 本 線 ト ン ネ ル 側 面 を
終 止 端 と す る 外 殻 部 を 、 複 数 の 函 体 エ レ メ ン ト を 推 進 工 法 に よ り 周 方 向 に 隣 接 配 置 し て 、
閉 塞 断 面 形 状 に 形 成 し 、 前 記 外 殻 部 の 内 側 を 掘 削 し て 、 前 記 本 線 ト ン ネ ル と 連 通 す る 分 岐
部 と す る か 、 ま た は 、 前 記 外 殻 部 の 内 部 掘 削 後 に 、 前 記 外 殻 部 の 内 側 に イ ン バ ー ト 部 な ど
の 内 巻 き コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 、 前 記 本 線 ト ン ネ ル と 連 通 す る 分 岐 部 と す る ト ン ネ ル 分
岐 部 の 構 築 方 法 で あ っ て 、 前 記 函 体 エ レ メ ン ト の う ち 最 初 に 設 置 さ れ る 第 １ 函 体 エ レ メ ン
ト は 、 前 記 開 始 端 側 に 設 置 さ れ る グ ラ ウ ン ド ア ン カ ー を 推 進 機 の 反 力 受 け と し て 、 前 記 終
止 端 に 到 達 す る よ う に 設 置 さ れ 、 前 記 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト の 設 置 後 に 、 続 行 す る 第 ２ 函 体
エ レ メ ン ト は 、 設 置 さ れ た 前 記 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト を 推 進 機 の 反 力 受 と し て 、 当 該 第 １ 函
体 エ レ メ ン ト に 隣 接 す る よ う に し て 設 置 し 、 第 ３ 函 体 エ レ メ ン ト 以 後 は 、 先 行 函 体 エ レ メ
ン ト を 推 進 機 の 反 力 受 と し て 、 そ れ に 隣 接 す る よ う に 設 置 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の よ う に 構 成 し た ト ン ネ ル 分 岐 部 の 構 築 方 法 に よ れ ば 、 最 初 に 設 置 さ れ る 第 １ 函 体 エ レ
メ ン ト は 、 開 始 端 側 に 設 置 さ れ る グ ラ ウ ン ド ア ン カ ー を 推 進 機 の 反 力 受 け と し て 、 終 止 端
に 到 達 す る よ う に 設 置 さ れ 、 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト の 設 置 後 に 、 続 行 す る 第 ２ 函 体 エ レ メ ン
ト は 、 設 置 さ れ た 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト を 推 進 機 の 反 力 受 と し て 、 当 該 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト
に 隣 接 す る よ う に し て 設 置 し 、 第 ３ 函 体 エ レ メ ン ト 以 後 は 、 先 行 函 体 エ レ メ ン ト を 推 進 機
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の 反 力 受 と し て 、 そ れ に 隣 接 す る よ う に し て 設 置 す る の で 、 地 上 側 に 必 要 な 作 業 ヤ ー ド は
、 開 削 工 事 の よ う に 広 く 必 要 と し な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
作 業 ヤ ー ド が 小 さ く な る と 、 用 地 確 保 が 容 易 に な り 、 周 辺 環 境 に 対 す る 悪 影 響 を 低 減 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 グ ラ ウ ン ド ア ン カ ー は 、 前 記 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト の 前 記 開 始 端 側 か ら 推 進 方 向 に 沿 っ
て そ の 両 側 に 一 対 を 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
前 記 函 体 エ レ メ ン ト は 、 隣 接 す る 他 の 函 体 ユ ニ ッ ト と の 間 で 相 互 に 嵌 合 す る 凹 部 ま た は 凸
部 を 外 側 面 に 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
前 記 函 体 エ レ メ ン ト は 、 複 数 の 中 空 函 体 ユ ニ ッ ト を 備 え 、 前 記 推 進 機 で 推 進 す る 際 に 、 順
次 連 結 す る 前 記 中 空 函 体 ユ ニ ッ ト 間 に 、 水 平 方 向 の 中 心 軸 上 に 推 進 力 伝 達 部 が 設 け ら れ た
ク ッ シ ョ ン 材 を 介 装 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 中 空 函 体 ユ ニ ッ ト の 連 結 部 に は 、 防 水 ゴ ム を 備 え た 止 水 カ ラ ー を 装 着 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 函 体 エ レ メ ン ト 内 に は 、 長 手 方 向 に 沿 っ た プ レ ス ト レ ス 鋼 線 を 挿 通 し 、 前 記 函 体 エ レ
メ ン ト を 前 記 開 始 端 か ら 終 止 端 ま で 設 置 し た 後 、 当 該 函 体 エ レ メ ン ト を 後 行 函 体 エ レ メ ン
ト の 反 力 受 と す る 前 に 、 前 記 プ レ ス ト レ ス 鋼 線 に 緊 張 力 を 導 入 し て 、 前 記 函 体 エ レ メ ン ト
の 端 部 に 定 着 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 外 殻 部 の 内 部 を 掘 削 す る 前 に 、 前 記 閉 塞 断 面 形 状 に 形 成 さ れ た 前 記 函 体 エ レ メ ン ト 間
に 、 横 断 方 向 に 延 設 さ れ る プ レ ス ト レ ス 鋼 線 を 配 置 し て 緊 張 定 着 し た 後 に 、 各 函 体 エ レ メ
ン ト 内 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
前 記 函 体 エ レ メ ン ト 内 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 前 に 、 前 記 凹 部 と 凸 部 の 嵌 合 部 分 に 、 洗
浄 後 に 無 収 縮 コ ン ク リ ー ト を 充 填 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
前 記 外 殻 部 の 内 部 を 掘 削 す る 前 に 、 前 記 プ レ ス ト レ ス 鋼 線 に 代 え て 、 前 記 閉 塞 断 面 形 状 に
形 成 さ れ た 前 記 函 体 エ レ メ ン ト 間 に 、 梁 部 を 設 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
前 記 分 岐 部 が 連 通 す る 前 記 本 線 ト ン ネ ル の 開 口 端 に 、 上 下 方 向 の 地 盤 中 に 先 端 が 定 着 さ れ
る グ ラ ウ ン ド ア ン カ ー を 設 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 、 添 付 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ か
ら 図 １ ３ は 、 本 発 明 に か か る ト ン ネ ル 分 岐 部 の 構 築 方 法 の 第 １ 実 施 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ れ ら の 図 に 示 し た ト ン ネ ル 分 岐 部 の 構 築 方 法 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 地 中 に 構 築 さ れ る
本 線 ト ン ネ ル １ （ 新 設 ト ン ネ ル で も 既 設 ト ン ネ ル で も 良 い ） か ら 地 上 に 到 達 す る 分 岐 路 ２
、 お よ び 、 地 上 か ら 地 中 の 本 線 ト ン ネ ル １ に 到 達 す る 合 流 路 ３ を 構 築 す る 場 合 の 、 分 岐 路
２ お よ び 合 流 路 ３ （ 以 下 、 こ れ ら を 分 岐 部 ５ と 称 す る ） の い ず れ に も 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ に 示 し た 例 で は 、 本 線 ト ン ネ ル １ は 、 自 動 車 の 走 行 用 に 用 い ら れ る も の で あ っ て 、 ２
車 線 の 本 線 車 線 に 、 １ 車 線 分 の 車 線 変 更 線 が 設 け ら れ 、 分 岐 路 ２ が 出 口 線 と な っ て い て 、
合 流 路 ３ が 進 入 線 と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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な お 、 図 １ に 符 号 ６ で 示 し た 部 分 は 、 分 岐 路 ２ お よ び 合 流 路 ３ が 本 線 ト ン ネ ル １ と 接 合 さ
れ る 部 分 近 傍 に 予 め 施 工 さ れ る 注 入 な い し は 凍 結 工 法 な ど の 補 助 工 法 で 形 成 さ れ る 止 水 防
護 工 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 実 施 例 の 場 合 、 分 岐 部 ５ は 、 地 上 部 を 開 始 端 Ａ と し 、 地 中 の 本 線 ト ン ネ ル １ の 側 面 を 終
止 端 Ｂ と す る 複 数 の 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ を 推 進 工 法 に よ り 周 方 向 に 隣 接 配 置 し て 、 閉 塞 断
面 形 状 の 外 殻 部 １ ４ を 形 成 し 、 外 殻 部 １ ４ の 内 側 を 掘 削 し て 、 本 線 ト ン ネ ル １ と 連 通 す る
よ う に 構 築 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
各 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ は 、 長 手 方 向 の 端 部 同 士 が 相 互 に 連 結 さ れ る 複 数 の 中 空 函 体 ユ ニ ッ
ト １ ８ を 備 え て い る 。 本 実 施 例 の 場 合 、 中 空 函 体 ユ ニ ッ ト １ ８ は 、 両 端 が 開 口 し た 長 方 形
断 面 の 筒 体 で あ っ て 、 例 え ば 、 鋼 管 や プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
推 進 工 法 で 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ を 設 置 す る 際 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 先 端 側 に 密 閉 式 の
掘 削 機 ２ ０ が 設 置 さ れ 、 開 始 端 Ａ の 地 上 部 に 推 進 機 ２ ２ が 設 置 さ れ る 。 掘 削 機 ２ ０ は 、 図
４ に そ の 要 部 を 示 す よ う に 、 前 胴 ２ ０ ａ ， 中 胴 ２ ０ ｂ ， 後 胴 ２ ０ ｃ が 設 け ら れ た 中 折 れ 式
の も の で あ っ て 、 前 胴 ２ ０ ａ の 先 端 に 回 転 駆 動 さ れ る カ ッ タ ビ ッ ト ２ ０ ｄ が 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
前 胴 ２ ０ ａ と 中 胴 ２ ０ ｂ と の 間 に は 、 中 折 れ ジ ャ ッ キ ２ ０ ｅ が 配 置 さ れ 、 中 胴 ２ ０ ｂ と 後
胴 ２ ０ ｃ と の 間 に は 、 曲 線 造 成 用 の 補 助 ジ ャ ッ キ ２ ０ ｆ が 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 前 胴 ２
０ ａ 内 に は 、 図 示 省 略 の 排 土 機 構 な ど が 設 け ら れ て い て 、 掘 削 土 砂 は 、 順 次 後 方 側 に 移 送
さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 実 施 例 の 場 合 、 外 殻 部 １ ４ は 、 図 ３ に 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ の 配 置 状 態 を 示 す よ う に 、 上
下 方 向 に ４ 個 、 左 右 方 向 に ６ 個 の 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ を 隣 接 配 置 し た 角 形 形 状 に 形 成 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ れ ら の 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ の 内 、 最 初 に 設 置 さ れ る 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ａ は 、 本 実
施 例 の 場 合 、 外 殻 部 １ ４ の 上 辺 の 右 か ら ３ 番 目 に な っ て い る 。 勿 論 、 第 １ エ レ メ ン ト １ ０
ａ は 、 こ の 位 置 に 限 る こ と は な く 、 任 意 の 位 置 を 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
第 １ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ａ を 設 置 す る 際 に は 、 ま ず 、 先 頭 の 中 空 函 体 ユ ニ ッ ト １ ８ の 先 端
側 に 掘 進 機 ２ ０ が 連 結 さ れ 、 掘 進 機 ２ ０ に よ り 開 始 端 Ａ 点 か ら 、 地 盤 を 掘 削 し 、 か つ 、 中
空 函 体 ユ ニ ッ ト １ ８ の 後 端 側 か ら 推 進 機 ２ ２ に よ り 、 推 力 が 加 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の 際 に 推 進 機 ２ ２ の 反 力 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 開 始 端 Ａ 側 に 設 置 さ れ る グ ラ ウ ン ド ア
ン カ ー ２ ４ に よ り 、 支 圧 板 ２ ６ を 介 し て 取 ら れ る 。 本 実 施 例 の 場 合 、 こ の グ ラ ウ ン ド ア ン
カ ー ２ ４ は 、 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ａ の 開 始 端 Ａ 側 か ら 推 進 方 向 に 沿 っ て 、 そ の 上 下 方
向 の 両 側 に 所 定 の 間 隔 を 隔 て て 、 一 対 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
グ ラ ウ ン ド ア ン カ ー ２ ４ は 、 ア ン カ ー 体 ２ ４ ａ と 、 ア ン カ ー 本 体 ２ ４ ａ の 一 端 側 に あ っ て
、 地 中 に 形 成 さ れ る 定 着 部 ２ ４ ｂ と を 備 え 、 ア ン カ ー 体 ２ ４ ａ の 地 上 側 の 突 出 部 に 支 圧 板
２ ６ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 推 進 機 ２ ２ は 、 一 端 側 が 支 圧 板 ２ ６ に 係 止 さ れ 、 他 端 側 が 中
空 函 体 ユ ニ ッ ト １ ８ の 後 端 部 に 当 接 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
掘 削 機 ２ ０ の 掘 削 と 推 進 機 ２ ２ の 推 進 と に よ り 、 １ 本 の 中 空 函 体 ユ ニ ッ ト １ ８ が 地 盤 中 に
埋 設 さ れ る と 、 そ の 後 端 側 に 、 順 次 他 の 中 空 函 体 ユ ニ ッ ト １ ８ を 連 結 し て 、 掘 削 と 推 進 作
業 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】

10

20

30

40

50

(5) JP 2004-308324 A 2004.11.4



こ の 際 に 、 順 次 連 結 す る 中 空 函 体 ユ ニ ッ ト １ ８ 間 に は 、 図 ５ に 示 す ク ッ シ ョ ン 材 ２ ８ が 介
装 さ れ る 。 こ の ク ッ シ ョ ン 材 ２ ８ は 、 水 平 方 向 の 中 心 軸 上 に 推 進 力 伝 達 部 ２ ８ ａ が 設 け ら
れ た 角 形 枠 状 の も の で あ っ て 、 こ の ク ッ シ ョ ン 材 ２ ８ が 介 装 さ れ た 中 空 函 体 ユ ニ ッ ト １ ８
間 は 、 ク ッ シ ョ ン 材 ２ ８ の 上 下 を 圧 縮 す る こ と に よ り 、 上 下 方 向 に 屈 曲 す る 自 由 度 が 確 保
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 本 実 施 例 の 場 合 に は 、 中 空 函 体 ユ ニ ッ ト １ ８ 間 の 連 結 部 に は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、
防 水 ゴ ム ３ ０ を 備 え た 止 水 カ ラ ー ３ ２ が 装 着 さ れ て い る 。 防 水 ゴ ム ３ ０ は 、 環 状 に 形 成 さ
れ 、 中 空 函 体 ユ ニ ッ ト １ ８ の 外 周 面 沿 っ て 、 周 回 し て 摺 接 し 、 止 水 性 を 確 保 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
止 水 カ ラ ー ３ ２ は 、 一 端 側 が 一 方 の 中 空 函 体 ユ ニ ッ ト １ ８ の 外 周 面 に 嵌 着 固 定 さ れ 、 他 端
側 の 内 面 に 防 水 ゴ ム ３ ０ が 固 設 さ れ た 両 端 が 開 口 し た 中 空 筒 体 で あ っ て 、 中 空 函 体 ユ ニ ッ
ト １ ８ が 湾 曲 設 置 さ れ た 際 に 、 そ の 湾 曲 形 状 に 沿 っ て 変 形 し て 、 止 水 性 を 確 保 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
さ ら に 、 本 実 施 例 の 場 合 に は 、 順 次 連 結 さ れ る 中 空 函 体 ユ ニ ッ ト １ ８ 内 に は 、 シ ー ス 管 ３
４ 内 に 収 容 さ れ た プ レ ス ト レ ス 鋼 線 ３ ６ が 、 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 設 置
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
複 数 の 中 空 函 体 ユ ニ ッ ト １ ８ を 順 次 連 結 す る こ と に よ り 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ａ が 、 本
線 ト ン ネ ル １ の 側 面 の 終 止 端 Ｂ に 到 達 す る と 、 本 線 ト ン ネ ル １ の セ グ メ ン ト １ ａ を 破 断 撤
去 し て 、 掘 進 機 ２ ２ を 本 線 ト ン ネ ル １ 内 に 回 収 し 、 回 収 し た 掘 進 機 ２ ２ は 、 開 始 端 Ａ 側 に
搬 送 さ れ て 、 次 の 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ の 設 置 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ の 場 合 、 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ａ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 地 盤 中 で 必 要 に 応 じ て 湾 曲
さ せ る 場 合 が あ る が 、 こ の 際 に は 、 掘 進 機 ２ ０ の 中 折 れ ジ ャ ッ キ ２ ０ ｅ お よ び 補 助 ジ ャ ッ
キ ２ ０ ｆ の 操 作 に よ り 、 所 定 の 曲 率 と な る よ う に 、 掘 削 機 ２ ０ が 屈 曲 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
以 上 の よ う に し て 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ａ が 設 置 さ れ る と 、 次 に 、 こ の エ レ メ ン ト １ ０
ａ の 右 側 に 隣 接 す る 第 ２ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ｂ が 設 置 さ れ る 。 第 ２ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ｂ
を 設 置 す る 際 に は 、 先 に 設 置 さ れ た 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ａ が 、 推 進 機 ２ ２ の 反 力 受 け
と し て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
第 １ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ａ を 反 力 受 け と し て 使 用 す る 際 に は 、 ま ず 、 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト
１ ０ ａ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る プ レ ス ト レ ス 鋼 線 ３ ６ に 緊 張 力 を 導 入 し て 、 両
端 を 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ａ の 端 部 に 定 着 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
そ し て 、 図 ６ ， ７ に 示 す 支 圧 板 ２ ６ ａ を 設 置 し て 、 こ の 支 圧 板 ２ ６ ａ を 介 し て 、 第 １ 函 体
エ レ メ ン ト １ ０ ａ を 反 力 受 け と す る 。 支 圧 板 ２ ６ ａ は 、 ３ 枚 の プ レ ー ト か ら 構 成 さ れ 、 第
１ プ レ ー ト ２ ６ ０ ａ の 両 端 に 第 ２ お よ び 第 ３ プ レ ー ト ２ ６ １ ａ ， ２ ６ ２ ａ が 異 な っ た 方 向
に 延 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
そ し て 、 第 ２ プ レ ー ト ２ ６ １ ａ は 、 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ａ の 端 面 に 係 止 さ れ 、 第 ３ プ
レ ー ト ２ ６ ２ ａ の 下 面 側 に は 、 推 進 機 ２ ２ が 配 置 さ れ る 。 第 ２ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ｂ は 、
第 １ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ａ 同 様 に 、 複 数 の 中 空 函 体 ユ ニ ッ ト １ ８ を ク ッ シ ョ ン 材 ２ ８ と 止
水 カ ラ ー ３ ２ と を 介 し て 連 結 し 、 内 部 に は 、 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ａ と 同 様 に プ レ ス ト
レ ス 鋼 線 ３ ６ が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
第 ２ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ｂ は 、 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ａ の 側 部 に 隣 接 し て 設 置 さ れ る が
、 こ の 際 に は 、 凹 凸 嵌 合 部 ３ ８ が 利 用 さ れ る 。 こ の 凹 凸 嵌 合 部 ３ ８ は 、 第 １ 函 体 エ レ メ ン
ト １ ０ ａ の 中 空 函 体 ユ ニ ッ ト １ ８ の 外 面 に 設 け ら れ 凹 部 ３ ８ ａ と 、 第 ２ 函 体 エ レ メ ン ト １
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０ ｂ の 中 空 函 体 ユ ニ ッ ト １ ８ に 設 け ら れ た 凸 部 ３ ８ ｂ か ら 構 成 さ れ て い る
【 ０ ０ ４ ４ 】
こ の よ う な 凹 凸 嵌 合 部 ３ ８ を 嵌 合 さ せ な が ら 、 第 ２ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ｂ を 設 置 す る と 、
第 ２ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ｂ を 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ａ の 屈 曲 形 所 に 沿 っ て 、 精 度 よ く 隣
接 設 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
第 ２ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ｂ が 設 置 さ れ る と 、 次 に 、 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ａ の 左 隣 に 配
置 す る 第 ３ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ｃ が 設 置 さ れ る 。 こ の 際 に は 、 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ａ
を 反 力 受 け と し て 利 用 す る 。 な お 、 こ の 場 合 、 第 ２ 函 体 ユ ニ ッ ト １ ０ ｂ の プ レ ス ト レ ス 鋼
線 ３ ６ に 緊 張 力 を 導 入 し て 、 第 １ お よ び 第 ２ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ａ ， １ ０ ｂ を 反 力 受 け と
す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
以 後 は 、 先 行 函 体 エ レ メ ン ト を 推 進 機 ２ ２ の 反 力 受 と し て 、 そ れ に 隣 接 す る よ う に し て 後
行 函 体 エ レ メ ン ト を 順 次 設 置 す る 。 そ し て 、 外 殻 部 １ ４ を 構 成 す る 全 て の 函 体 エ レ メ ン ト
１ ０ が 、 図 ８ ， ９ に 示 す よ う に 設 置 さ れ る と 、 次 の 工 程 に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
な お 、 本 実 施 例 の 場 合 、 最 終 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ｎ は 、 各 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ と 同 様 な 推
進 工 法 に よ り 設 置 す る 場 合 を 図 示 し て い る が 、 こ の 最 終 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ｎ は 、 他 の 函
体 エ レ メ ン ト の 設 置 精 度 な ど と の 関 連 で 、 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ｎ が 競 り 合 う な ど に よ り 、
推 進 工 法 に よ る 設 置 が 困 難 な 場 合 に は 、 人 力 掘 削 に よ り 場 所 内 コ ン ク リ ー ト で 、 最 終 函 体
エ レ メ ン ト １ ０ ｎ に 相 当 す る 部 分 を 構 築 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
複 数 の 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ を 横 な い し は 上 下 方 向 に 隣 接 設 置 し て 、 閉 塞 断 面 形 状 の 外 殻 部
１ ４ が 形 成 さ れ る と 、 凹 凸 嵌 合 部 ３ ８ の 洗 浄 作 業 が 行 わ れ 、 洗 浄 作 業 が 終 わ る と 、 図 １ ０
に 示 す よ う に 、 嵌 合 部 ３ ８ 内 に 無 収 縮 モ ル タ ル ４ ０ の 充 填 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
な お 、 図 １ ０ に は 、 一 部 の 函 体 エ レ メ ン ト 間 に だ け 凹 凸 嵌 合 部 ３ ８ を 設 け た 状 態 が 図 示 さ
れ て い る が 、 凹 凸 嵌 合 部 ３ ８ は 、 全 て の 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ 間 に 介 装 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
凹 凸 嵌 合 部 ３ ８ 内 に 充 填 さ れ た 無 収 縮 モ ル タ ル ４ ０ が 固 化 す る と 、 閉 塞 断 面 形 状 の 外 殻 部
１ ４ は 、 周 お よ び 長 手 方 向 で 全 て 連 結 さ れ て 止 水 性 が 確 保 さ れ る 。 次 に 、 図 １ １ に 示 す よ
う に 、 外 殻 部 １ ４ の 横 断 方 向 に プ レ ス ト レ ス 鋼 線 ４ ２ が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
こ の プ レ ス ト レ ス 鋼 線 ４ ２ の 設 置 は 、 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ 内 に 作 業 員 が 入 り 込 ん で 行 い 、
プ レ ス ト レ ス 鋼 線 ４ ２ は 、 外 殻 部 １ ４ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 所 定 間 隔 を 隔 て て 複 数 配 置 さ れ
る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
プ レ ス ト レ ス 鋼 線 ４ ２ に は 、 緊 張 力 が 導 入 さ れ 、 各 プ レ ス ト レ ス 鋼 線 ４ ２ が 配 置 さ れ た 端
部 の 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ に 、 両 端 が 定 着 さ れ る 。 プ レ ス ト レ ス 鋼 線 ４ ２ の 緊 張 ・ 定 着 が 終
了 す る と 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 各 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ 内 に コ ン ク リ ー ト Ｃ が 打 設 さ れ る
。
【 ０ ０ ５ ３ 】
そ し て 、 打 設 さ れ た コ ン ク リ ー ト Ｃ の 強 度 が 発 現 さ れ る と 、 外 殻 部 １ ４ の 内 部 掘 削 が 行 わ
れ 、 掘 削 が 終 了 し た 段 階 で 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 終 止 端 Ｂ で あ る 本 線 ト ン ネ ル １ の 側 面
の セ グ メ ン ト １ ａ を 破 砕 除 去 し て 、 本 線 ト ン ネ ル １ 内 と 連 通 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
セ グ メ ン ト １ ａ を 除 去 し た 本 線 ト ン ネ ル １ の 開 口 端 １ ｂ に は 、 補 強 梁 ４ ４ を 設 け 、 こ れ と
セ グ メ ン ト １ ａ を 貫 通 す る よ う に し て 、 グ ラ ウ ン ド ア ン カ ー ４ ６ を 打 設 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
グ ラ ウ ン ド ア ン カ ー ４ ６ は 、 開 口 端 １ ｂ に 沿 っ て 所 定 の 間 隔 を 隔 て て 複 数 設 け ら れ 、 上 下
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方 向 の 地 盤 中 に 先 端 が 定 着 さ れ 、 こ れ に よ り 、 分 岐 部 ５ の 構 築 が 完 了 す る 。 な お 、 外 殻 部
１ ４ 内 に は 、 側 壁 部 や イ ン バ ー ト 部 な ど の 内 巻 き コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
さ て 、 以 上 の よ う な ト ン ネ ル 分 岐 部 の 構 築 方 法 に よ れ ば 、 最 初 に 設 置 さ れ る 第 １ 函 体 エ レ
メ ン ト １ ０ ａ は 、 開 始 端 Ａ 側 に 設 置 さ れ る グ ラ ウ ン ド ア ン カ ー ２ ４ を 推 進 機 ２ ２ の 反 力 受
け と し て 、 本 線 ト ン ネ ル １ の 側 面 終 止 端 Ｂ に 到 達 す る よ う に 設 置 さ れ 、 第 １ 函 体 エ レ メ ン
ト １ ０ ａ の 設 置 後 に 、 続 行 す る 第 ２ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ｂ は 、 設 置 さ れ た 第 １ 函 体 エ レ メ
ン ト １ ０ ａ を 推 進 機 ２ ２ の 反 力 受 と し て 、 当 該 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ａ に 隣 接 す る よ う
に し て 設 置 し 、 第 ３ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ｃ 以 後 は 、 先 行 函 体 エ レ メ ン ト を 推 進 機 ２ ２ の 反
力 受 と し て 、 そ れ に 隣 接 す る よ う に し て 設 置 す る の で 、 地 上 の 開 始 端 Ａ 側 に 必 要 な 作 業 ヤ
ー ド は 、 開 削 工 事 の よ う に 広 く 必 要 と し な い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
作 業 ヤ ー ド が 小 さ く な る と 、 用 地 確 保 が 容 易 に な り 、 周 辺 環 境 に 対 す る 悪 影 響 を 低 減 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
図 １ ４ は 、 本 発 明 に か か る ト ン ネ ル 分 岐 部 の 構 築 方 法 の 第 ２ 実 施 例 を 示 し て お り 、 上 記 第
１ 実 施 例 と 同 一 若 し く は 相 当 す る 部 分 に は 、 同 一 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る と と と
も に 、 以 下 に そ の 特 徴 点 に つ い て の み 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
こ れ ら の 図 に 示 し た 実 施 例 で は 、 外 郭 部 １ ４ ’ は 、 上 記 実 施 例 と 同 様 に 複 数 の 函 体 エ レ メ
ン ト １ ０ ’ を 推 進 工 法 に よ り 周 方 向 に 隣 接 配 置 し て 、 閉 塞 断 面 形 状 に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
本 実 施 例 の 場 合 、 各 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ’ は 、 断 面 が 円 形 の 中 空 函 体 ユ ニ ッ ト が 用 い ら れ
て い る が 、 形 状 の 相 違 だ け で 、 実 質 的 に は 、 第 １ 実 施 例 と 同 じ で あ り 、 各 函 体 エ レ メ ン ト
１ ０ ’ 間 に は 、 凹 凸 嵌 合 部 が 介 装 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
ま た 、 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ａ ’ を 設 置 す る 際 に は 、 第 １ 実 施 例 と 同 様 に 、 グ ラ ウ ン ド
ア ン カ ー が 反 力 受 と な り 、 第 ２ 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ｂ ’ 以 降 は 、 先 行 設 置 さ れ た 函 体 エ レ
メ ン ト １ ０ ’ が 反 力 受 と な る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
各 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ’ 内 に は 、 シ ー ス 管 に 収 容 さ れ た プ レ ス ト レ ス 鋼 線 が 長 手 方 向 に 沿
っ て 、 複 数 設 置 さ れ 、 各 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ’ 内 に は 、 コ ン ク リ ー ト が 打 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
以 上 の 工 程 は 、 横 断 方 向 に プ レ ス ト レ ス 鋼 線 ４ ２ を 設 置 し な い こ と 以 外 は 、 上 記 第 １ 実 施
例 と 同 じ で あ る が 、 こ の 後 の 工 程 が 第 １ 実 施 例 と 異 な っ て い る 。 す な わ ち 、 本 実 施 例 の 場
合 に は 、 外 殻 部 １ ４ ’ の 内 部 を 掘 削 す る 際 に は 、 仮 設 支 保 工 が 架 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
そ し て 、 仮 設 支 保 工 の 設 置 を 行 い な が ら 掘 削 が 進 行 す る と 、 各 函 体 エ レ メ ン ト １ ０ ’ の 長
手 方 向 の 継 手 部 分 、 す な わ ち 、 函 体 ユ ニ ッ ト 間 の 連 結 部 分 に は 、 矩 形 状 の 梁 部 材 ５ ０ が そ
れ ぞ れ 設 置 さ れ る 。 こ の 梁 部 材 ５ ０ は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 で 、 現 場 打 ち な い し は プ レ キ
ャ ス ト 部 材 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
内 部 掘 削 と 梁 部 材 ５ ０ の 設 置 が 終 了 す る と 、 本 線 ト ン ネ ル １ の セ グ メ ン ト １ ａ を 破 砕 除 去
し た 後 に 、 仮 設 支 保 工 を 一 括 撤 去 し て 、 外 殻 部 １ ４ ’ 内 の イ ン バ ー ト 部 に 内 巻 き コ ン ク リ
ー ト を 打 設 し て 、 こ れ が 固 化 す る と 、 分 岐 部 ５ の 構 築 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
こ の よ う に 構 成 し た 第 ２ 実 施 例 に お い て も 上 記 第 １ 実 施 例 と 同 等 の 作 用 効 果 が 得 ら れ る 。
な お 、 上 記 実 施 例 で は 、 角 形 断 面 の 分 岐 部 ５ を 構 築 す る 場 合 を 例 示 し た が 、 本 発 明 の 実 施
は 、 こ の 形 状 に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 例 え ば 、 円 形 ， 楕 円 形 、 長 円 形 ， 多 角 形 断 面 に も
適 用 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ６ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 詳 細 に 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に か か る ト ン ネ ル 分 岐 部 の 構 築 方 法 に よ れ ば 、 地 上
側 に 必 要 な 作 業 ヤ ー ド が 非 常 に 小 さ く な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に か か る ト ン ネ ル 分 岐 部 の 構 築 方 法 が 適 用 さ れ る 道 路 ト ン ネ ル の 分 岐 ， 合
流 部 の 断 面 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に か か る ト ン ネ ル 分 岐 部 の 構 築 方 法 の 第 １ 実 施 例 に お け る 初 期 工 程 の 縦 断
面 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ 工 程 の 断 面 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 構 築 方 法 で 用 い る 掘 削 機 の 一 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ２ に 引 き 続 く 工 程 で 第 ２ 函 体 エ レ メ ン ト を 設 置 す る 際 の 反 力 受 部 の 断 面 説 明 図
で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 側 面 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に か か る 構 築 方 法 で 、 複 数 の 函 体 エ レ メ ン ト を 隣 接 設 置 し た 状 態 の 縦 断 面
説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ の 断 面 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ８ に 引 き 続 い て 行 わ れ る 工 程 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ に 引 き 続 い て 行 わ れ る 工 程 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ に 引 き 続 い て 行 わ れ る 工 程 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 に か か る 構 築 方 法 の 第 １ 実 施 例 で 構 築 さ れ た 分 岐 部 の 完 成 状 態 を 示 す 要
部 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 に か か る 構 築 方 法 の 第 ２ 実 施 例 で 構 築 さ れ た 分 岐 部 の 完 成 状 態 を 示 す 要
部 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 本 線 ト ン ネ ル
１ ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 セ グ メ ン ト
１ ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 開 口 端
５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 分 岐 部
１ ０ ， １ ０ ’ 　 　 　 　 　 函 体 エ レ メ ン ト
１ ０ ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 第 １ 函 体 エ レ メ ン ト
１ ０ ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 第 ２ 函 体 エ レ メ ン ト
１ ４ ， １ ４ ’ 　 　 　 　 　 外 殻 部
１ ８ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 中 空 函 体 ユ ニ ッ ト
２ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 掘 削 機
２ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 推 進 機
２ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 グ ラ ウ ン ド ア ン カ ー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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